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１．はじめに

　TOPIX（東証株価指数）は、1969年７月１日

から算出・公表を開始し、わが国株式市場全体の

値動きを示す株価指数として、日本経済新聞社が

算出・公表する日経平均株価と並んで広く利用さ

れている。その使途は、単に「市場の体温計」と

してリアルタイム（注１）の株価動向を把握する

のみにとどまらず、投資に際してのベンチマーク

として、加えてETF（上場投資信託）や年金信託

などの投資対象として利用されている。2023年

３月末時点のETFおよび年金信託によるTOPIX

連動運用資産残高は約83兆円にのぼり、これに

国内外の非上場投資信託などの残高を加えると、

多額の資産がTOPIXに連動して運用されている。

　本稿では、㈱JPX総研（以下、当社）が進める

TOPIXをはじめとする指数の見直しに係る現在

地と、今後の予定について概説する。なお、本稿

の内容のうち意見にわたる部分は筆者個人の見解

であり、筆者の所属する組織の公式見解ではない

ことを申し添える。

２．�当社指数に係るこれまでの主な取
組み

⑴　浮動株時価総額加重型指数への移行
　TOPIXは、㈱東京証券取引所（以下、東証）

の旧市場第一部全体の値動きを示す統計指標とし
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　わが国株式市場を代表する株価指数の一つであるTOPIX（東証株価指数）は、これまでも指数としての連続性
を維持しつつ諸対応を進めてきた。本稿では、それらの取組みについて振り返るとともに、2022年から開始し
たTOPIXの投資対象として機能性の強化に向けた見直しの全体像などについて解説する。
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